

































































































































































































（reliability）に注目し、平均故障時間（Mean Time To Failure：MTTF）、平均故障間隔（Mean 













ていくかという視点が中心的なテーマとなっており、先行研究、特にR. J. BrownとR. R. 





































































・ White and ostwald(1976) Life Cycle Costing（論文）
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・ 金田弘（1978）　電子計算機























































・ Wilkinson(1982) Accounting and Information Systems（論文）
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・ Kami and Joel（1973）、中村元一訳（1976）　会社成長の条件
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研究成果 被引用件数 引用可能件数 被引用率
Taylor（1981） ４ 4 100.0％
Blanchard（1978）、宮内訳（1979） 3 4 75.0％
日本プラントエンジニア協会（1981） 3 4 75.0％
Committee for Industrial Technologies（1975） 3 5 60.0％
図表６　被引用率の分析②（2本以上の論文を発表した研究者の論文7本）
研究成果 被引用件数 引用可能件数 被引用率
小林（1993） 5 6 83.3％
Shields and Young（1991） 4 6 66.7％
小林（1996） 3 5 60.0％
Berliner and Brimson（1988） 4 7 57.1％
Fabrycky and Blanchard（1991） 3 6 50.0％
図表７　被引用率の分析③（12本の論文すべて）
研究成果 被引用件数 引用可能件数 被引用率
小林（1993） 6 7 85.7％
小林（1996） 3 5 60.0％
Fabrycky and Blanchard（1991） 4 7 57.1％
Shields and Young（1991） 4 7 57.1％
牧戸（1986） 4 8 50.0％
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